
「売ります」「教えます」「教えて」「仲間求む」などを掲載していきます

掲示板への投稿は？
お電話やメールでお寄せください。営業関係以外は無料

で掲載いたします。お気軽にお申込みください。
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家
康
の
命
で
江
戸
の
食
料
確
保
・
漁
業
振
興
の
た
め
移
住

佃島はじめものがたり 江戸時代大坂から移住した33人が最初

復活 佃月島演芸館のお問い合わせは ☎050-1746-8579 ✉info@tsukutsuki.com またはHP tsukutsuki.com
１

新聞を応援いただいている企業サポーター 2019年度
「ハートベルカンパニー 中央区蛎殻町不動産」「ジャストリサーチ
サービス 中央区新川 マーケティングリサーチ」「東京メンテナン
ス管理 中央区蛎殻町」「Cheers 港区社員教育・経営コンサルタン
ト」「三井住友建設㈱ 中央区佃」「リバーシティすずき整形外科
佃一丁目」「エコライフサービス 品川区」「FUJIKO 晴海ヨガ教室]
「グローバルケア 葬儀社 佃三丁目」「ライブコーヒー 月島一丁
目」「黒川英夫 佃 画家」その他個人サポーターの方はホームペー
ジに掲載させていただきます。
後援をいただいている町会・自治会・団体
佃一丁目町会・佃二丁目5号棟自治会・佃リバーシティ自治会・コーシャ
タワー佃自治会・リバーシティ21.3号棟自治会・佃三丁目町会・月島
二之部町会・東京築地ロータリークラブ 敬称略2月15日現在

中
央
区

区
民
メ
デ
ィ
ア
リ

ポ
ー
タ
ー
の
会

東
京
ベ
イ
ネ
ッ
ト

「
中
央
区
発

こ
ち

ら
み
ん
な
の
情
報
局
」

は
、
毎
日
３
回
放
送
。

Y
o
u
T
u
b
e

で
は
「
中
央
区
区
民

メ
デ
ィ
ア
リ
ポ
ー
タ
ー
の
会
」

と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。
４
月

の
公
開
は
、

マ
リ
ー
「
晴
海

水
辺
の
情

景
」
埋
め
立
て
の
完
成
か
ら
約

90
年
を
経
た
晴
海
。
晴
海
の
今
、

新
し
い
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

過
去
作
品
の
鑑
賞
会
を
開
催

「
Ｒ
65
月
島
カ
フ
ェ
」
に
て

リ
ポ
ー
タ
ー
の
取
材
裏
話
あ
り
。

第
３
木
曜
日
14
時
か
ら
勝
ど
き

敬
老
館
１
階
デ
ー
ル
ー
ム

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ

基
礎
講
座

ち
ょ
っ
と
一
般

に
は
馴
染
み
の
な
い
「
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ

市
場
調

査
」
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す

く
解
説
い
た
し
ま
す
。

製
品
テ
ス
ト

新
製
品
の
発
売
前
に
、
ユ
ー

ザ
ー
に
実
際
に
試
し
て
も
ら
い

評
価
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
自
宅
で
試
し
て

も
ら
う
方
法
と
、
ど
こ
か
に
集

ま
っ
て
も
ら
い
そ
の
場
で
試
し

て
も
ら
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。

前
者
は
、
普
段
と
同
じ
よ
う
に

使
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
自
然

な
評
価
が
得
ら
れ
ま
す
。
後
者

は
、
皆
同
じ
条
件
で
の
評
価
が

可
能
な
た
め
、
試
飲
や
試
食
に

よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
飲
み
物
は

温
度
な
ど
に
よ
っ
て
お
い
し
さ

が
違
っ
て
き
ま
す
よ
ね
。

こ
の
よ
う
に
、
ど
ん
な
状
況

で
の
評
価
が
必
要
か
を
考
慮
し

テ
ス
ト
方
法
を
選
び
ま
す
。

（
続
）
ジ
ャ
ス
ト

リ
サ
ー
チ
サ
ー
ビ

ス
㈱
で
は
リ
サ
ー

チ
ャ
ー
（
正
社
員
）

募
集
中
で
す
。
未

経
験
者
歓
迎

j
u
s
t
-
r
e
s
e
a
r

c
h
.
c
o
.
j
p

中
央
区
新
川
２
の

20
の
７T

O
K
O
H

ビ
ル
６
Ｆ

０
３-

３
５
５
３-

３
７
３
７

佃月島新聞は電子版でもご覧になれます。ホームページには新聞に掲載されていない記事もあります。tsukutsuki.com

シ
ル
バ
ー
川
柳
傑
作
集

シ
ル
バ
ー
川
柳

（
中
央
）
ク
ラ
ブ

の
作
品
を
毎
月
２

句
、
発
表
し
て
い

ま
す
が
、
３
月
は
休
会
。

読
者
川
柳
投
稿
を
選
句

２
月
号
で
募
集
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
の
浜
野
さ
ん
の
選
を
コ

メ
ン
ト
付
き
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
題
は
「
春
が
来
た
」
で
し
た
。

春
が
来
た

冬
眠
さ
め
ず

永

眠
す

春
風
爺
さ
ん

去
年
の

春
・
夏
・
秋
・
冬
寝
た
き
り
で

新
春
を
迎
え
ら
れ
ず
で
す
ね
。

分
か
り
ま
す
。
現
実
的
で
す
。

ス
ト
レ
ス
を

捨
て
る
女
房
の

春
旅
行

お
は
や
し

一
番

い
い
季
節
を
選
ん
で
の
旅
行
、

中
央
カ
ー
レ
ッ
ト
ク
ラ
ブ

４
月
の
練
習
日

カ
ー
リ
ン
グ
の
机
上
版

「
カ
ー
レ
ッ
ト
」
、
中
央
区

で
広
が
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

練
習
日
は
４
月
７
日
（
火
）
、

13
日
（
月
）
、
20
日
（
月
）
、

27
日
（
月
）
10
時
～
11
時
半

頃
、
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー
に
て

開
催
。
毎
月
第
３
木
曜
日
14

時
か
ら
、
勝
ど
き
敬
老
館
一

階
で
開
催
さ
れ
る
Ｒ
65
月
島

カ
フ
ェ
で
も
体

験
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

月
島
地
域
ミ
ニ

大
会
を
計
画
中

で
す
。
ぜ
ひ
一

度
体
験
を
。

つ
く
つ
き
新
聞
で
は

「
は
じ
め
も
の
が
た
り
」

を
数
回
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
石
川
島
は
じ
め
も
の
が

た
り

３
号
」
「
大
川
端

リ
バ
ー
シ
テ
ィ
は
じ
め
も

の
が
た
り

９
号
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

か
ら
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

今
月
号
は
満
を
持
し
て

の
佃
島
で
す
。

中
央
区
沿
革
図
集
月
島
編

月
島
４
丁
目
杉
本
さ
ん

か
ら
新
聞
取
材
の
資
料
に

と
、
譲
っ
て
い
た
だ
い
た

資
料
が
役
に
立
ち
ま
す
。

文
亀
年
間
（1

5
0
1

年
～

３
年
）
の
江
戸
の
古
地
図

に
は
向
島
（
む
か
ふ
じ
ま
）

と
さ
れ
、
石
川
島
が
見
て

取
れ
ま
す
。
森
島
と
も
鎧

島
と
も
呼
ば
れ
た
よ
う
で

す
。
そ
の
南
側
の
干
潟
が

後
の
佃
島
に
な
る
の
で
す
。

「
佃
嶋
誌

参
十
参
人
の

旅
人
」

江
戸
の
図
に
点

を
う
つ
た
る
佃
嶋

佃
島
歴
史
研
究
会
の
金

子
正
夫
さ
ん
の
著
（
京
橋

図
書
館
地
域
資
料
室
蔵
書
）

に
よ
る
と
摂
津
国
佃
村
の

庄
屋
、
森
孫
右
衛
門
は
じ

め
総
勢
33
人
が
江
戸
幕
府

開
府
後
の
慶
長
17
年
（1

6

12

年
）
江
戸
に
移
住
し
た
。

当
時
の
江
戸
は
急
増
す
る

人
口
に
蛋
白
源
で
あ
っ
た

魚
類
の
確
保
が
で
き
ず
、

優
れ
た
漁
法
を
持
っ
た
大

坂
佃
村
の
漁
師
た
ち
が
幕

府
か
ら
呼
ば
れ
た
。

翌
年
の
慶
長
18
年
に
は

幕
府
の
御
用
を
勤
め
た
こ

と
か
ら
「
海
川
漁
り
よ
う

勝
手
た
る
べ
し
」
と
の
ご

証
文
を
い
た
だ
い
た
と
あ

る
。
江
戸
近
海
で
の
漁
業

権
を
得
た
漁
民
は
、
当
初

は
浜
町
の
安
藤
対
馬
守
屋

敷
に
居
住
し
て
い
た
。
幕

府
の
膳
所
に
奉
っ
た
魚
類

の
余
り
は
日
本
橋
で
売
り

さ
ば
き
、
日
本
橋
・
築
地

魚
市
場
の
最
初
と
な
っ
た
。

今
も
江
戸
時
代
の
町
筋
が

残
る
佃
島

そ
の
後
寛
永
年
間
（1

6
4

2

年
頃
）
に
鉄
砲
洲
の
東
の

干
潟
約
百
間
四
方
を
拝
領

し
、
自
ら
築
島
に
従
事
し
、

正
保
元
年
（1

6
4
4

年
）
に

故
郷
の
佃
村
に
ち
な
み
佃

島
と
し
た
。

移
住
と
と
も
に
遷
座
し

た
住
吉
神
社
も
こ
の
地
に

社
殿
が
建
築
さ
れ
、
３
年

に
一
度
の
例
大
祭
は
江
戸

の
様
式
を
現
在
も
強
く
残

し
て
い
る
。
町
は
上
町

（
う
わ
て
）
、
下
町
（
し

も
ち
ょ
う
）
、
佃
小
橋
を

挟
ん
で
、
東
町
（
む
か
い

令和二年（2020年）4月1日 25号

ち
ょ
う
）
と
さ
れ
、
い
ま

で
も
住
吉
講
の
部
構
成
に

受
け
継
が
れ
て
い
る
。

築
地
本
願
寺
と
も
強
い
つ

な
が
り
が
…

1
6
1
7

年
に
浅
草
近
く
に

創
建
さ
れ
ま
し
た
が
、1

6

5
7

年
の
「
明
暦
の
大
火
」

で
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
後
、
再
建
の
た
め

江
戸
幕
府
か
ら
与
え
ら
れ

た
土
地
が
現
在
の
場
所
で

す
が
、
当
時
は
海
上
で
し

た
。
そ
こ
で
海
を
埋
め
立

て
て
土
地
を
築
き
、
本
堂

を
建
立
し
た
こ
と
が
「
築

地
」
と
い
う
名
称
の
由
来

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
際
、
佃
島
の
門
徒

講
が
中
心
と
な
り
埋
立
に

従
事
し
た
そ
う
で
す
。
ま

た
関
東
大
震
災
に
よ
り
再

度
本
堂
を

焼
失
し
、

1
9
3
4

年
に

再
建
。
現

在
の
本
堂

の
姿
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
再
建

の
際
、
今

の
築
地
場
外
市
場
に
あ
っ

た
墓
地
の
移
転
拡
張
に
も
、

佃
島
の
門
徒
講
の
方
々
が

大
変
貢
献
し
た
と
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。
佃
島
に
は
本

願
寺
出
張
所
・
道
場
が
設

置
さ
れ
、1

9
3
4

年
に
現
在

の
地
に
佃
門
徒
講
の
管
理
す

る
「
佃
島
説
教
所
」
が
完
成

し
ま
し
た
。

思
い
つ
い
た
創
作
講
談

「
佃
島
33
人
漁
師
物
語
」

今
ま
で
の
波
乱
万
丈
の
佃

島
漁
師
の
話
、
講
談
向
き
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
か
。
「
佃
島
の

33
人
漁
師
」
物
語
を
新
作
講

談
に
で
き
な
い
か
！
と
企
画

し
ま
し
た
。

「
復
活

佃
月
島
演
芸
館
」

５
月
27
日
水
曜
佃
島
説
教
所

①
創
作
講
談
「
そ
の
昔
佃
島

漁
師
夜
話
」
田
辺
い
ち
か

佃
寅
先
代
石
井
き
ん
ざ
さ
ん

著
「
そ
の
昔
佃
島
漁
師
夜
話
」

を
種
本
に
、
創
作
講
談
。

②
落
語
「
佃
祭
り
」
金
原
亭

小
駒

曽
祖
父
は
５
代
目
古

今
亭
志
ん
生

佃
３
丁
目
グ

ロ
ー
ー
バ
ル
ケ
ア
で
開
催
す

る
「
元
気
落
語
」
に
出
演
中

古
典
落
語
で
、
佃
の
渡
し

と
佃
祭
り
を
扱
っ
た
落
語
。

③
大
江
戸
玉
す
だ
れ

佃
川
燕
也

佃
島
小
学
校
卒

「
大
江
戸
玉
す
だ
れ

佃
川

流
家
元
」
佃
の
た
め
に
な
る

な
ら
と
出
演
を
快
諾
。

④
ち
ん
ど
ん
月
島
宣
伝
社

堀
田
祐
子
（
浪
曲
師

港
家

小
そ
め
）
月
島
在
住
で
珍
し

い
女
性
ち
ん
ど
ん
屋
親
方
。

チ
ケ
ッ
ト
の
詳
細
、
お
問

い
合
わ
せ
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
電
話
・
メ
ー
ル
で
。

佃
月
島
新
聞
を
応
援
く
だ
さ
い

会
員
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

非
営
利
の
佃
月
島
新

聞
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

年
会
費

個
人
一
口
２

千
円

新
聞
を
郵
送
や

宅
配
な
ど
で
毎
月
確
実
に
お
届
け
。

法
人
一
口
２
万
円

年
一
回
企
業

様
の
PR
紹
介
記
事
を
掲
載
。

振
込
先

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

名
義

ツ
ク
ダ
ツ
キ
シ
マ
シ
ン
ブ
ン
セ

イ
サ
ク
イ
イ
ン
カ
イ

総
合1

0
6
6
0

-
4
4
9
7
0
4
7
1

他
金
融
機
関
か
ら
は

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

コ
ー
ド9

9
0
0

店
番0

6
8

普
通4

4
9
7
0
47

新
し
い
サ
ポ
ー
タ
ー
様
で
す
。

佃
２
丁
目
佃
様

稲
留
様

月
島

１
丁
目
斧
田
様

月
島
３
丁
目
野

口
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

佃
月
島
新
聞
の
配
布
に
つ
い
て

登
録
制
を
検
討
し
て
い
ま
す

現
在
、
７
千
部
を
宅
配
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
は
日
刊
新
聞
方
式

で
購
読
希
望
の
方
に
、
宅
配
し
た

ら
ど
う
か
と
検
討
し
て
い
ま
す
。

町
会
・
自
治
会
や
管
理
組
合
と

し
て
登
録
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

一
括
し
て
お
届
け
し
ま
す
の
で
、

配
布
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ

う
か
。
購
読
を
ご
希
望
の
方
や
団

体
は
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
以
前
、
新
聞
へ
の
企
画
な

ど
で
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
方

は
、
登
録
済
で
ご
ざ
い
ま
す
。

リ
バ
ー
シ
テ
ィ
10
号
棟
・
コ
ー

シ
ャ
タ
ワ
ー
・
佃
２
丁
目
ク
レ
ス

ト
タ
ワ
ー
・
フ
ァ
ミ
ー
ル
月
島
グ

ラ
ン
ス
イ
ー
ト
タ
ワ
ー
に
お
住
ま

い
の
読
者
の
方
、
配
布
の
お
手
伝

い
を
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

佃
月
島
新
聞
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

を
差
し
上
げ
ま
す

必
要
年
月
を
ご
指
定
く
だ
さ

い
。
ご
自
宅
ポ
ス
ト
に
お
届
け

い
た
し
ま
す
。
ご
連
絡
を
！

山
中
翔
之
郎
作
品
展

写
真
で
は
な
い
の
で
す
。
パ

ス
テ
ル
画
で
す
。
猫
を
中
心
に

身
近
な
動
物
た
ち
の
姿
を
描
い

て
い
る
山
中
さ
ん
の
個
展
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
・

ブ
ロ
グ
に
は
た
く
さ
ん
の
猫
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

猫
、
編
集
長
宅
猫
と
そ
っ
く
り
。

可
愛
い
猫
に
会
い
に
行
き
ま
す
。

４
月
16
日
～
21
日
銀
座
ギ
ャ
ラ

リ
ー
＆
サ
ロ
ン
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｔ

銀
座
５-

９-

１
４

銀
座
ニ
ュ
ー

セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
５
Ｆ

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
ご

支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「
復
活

佃
月
島
演
芸
場
」
５

月
27
日
の
開
催
に
際
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
募
金
活
動

（
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
）

目
標
金
額
を
20
万
円
で
実
施
し

ま
し
た
。
３

月
13
日
現
在

で
は
、
約
56

％
の
達
成
、

30
名
の
方
の

ご
支
援
を
頂

戴
し
て
い
ま

す
。
ご
集
金

も
承
り
ま
す
。

４
月
末
ま
で

募
集

h
t
t
p
s
:
/
/
r
e
a
d
y
f
o
r
.
j
p
/
p
r
o
j

ects/tsukutsu
k
i

奥
さ
ん
の
特
権
、
誰
も
文
句
は

言
え
ま
せ
ん
。

ネ
コ
や
な
ぎ

手
お
る
春
の

一
人
じ
め

山
婆

折
る
こ
と

は
奨
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
一
人

優
越
感
に
浸
る

い
い
で
す
ね
。

カ
メ
ラ
手
に

桜
前
線

に
ら

め
っ
こ

野
原
夫
妻

カ
メ
ラ

も
つ
高
齢
者
が
多
い
時
代
、
何

か
理
由
が
欲
し
い
の
で
す
、
そ

れ
が
桜
前
線
、
名
目
で
す
。

隅
っ
こ
で
一
人
ぽ
つ
ん
と
花
見

酒

野
原
夫
妻

俺
は
騒
い
で

い
る
み
ん
な
と
違
う
よ
！
自
己

主
張
。

皆
さ
ん
投
稿
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
他

の
作
品
はt

s
u
k
u
t
s
u
k
i
.
c
o
m

の
特
設
ペ
ー
ジ
で
。
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街
角
植
物
観
察
日
記
31

佃
２
丁
目
菅
野
さ
ん

今
年
は
異
常
に
暖
冬
で
、

早
咲
き
の
サ
ク
ラ
も
咲
く
時

期
を
早
め
て
し
ま
い
ま
し
た

ね
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
終
わ

り
に
近
づ
く
と
、
サ
ト
ザ
ク

ラ
の
開
花
が
始
ま
り
ま
す
。

色
彩
上
、
サ
ク
ラ
色
と
言

え
ば
ピ
ン
ク
で
す
が
、
黄
色

の
サ
ク
ラ
が
あ
る
こ
と
を
ご

存
知
で
す
か
。

鬱
金
（
ウ
コ
ン
）
と
御
衣

黄
（
ギ
ョ
イ
コ
ウ
）
の
二
種

類
あ
り
、
月
島
二
丁
目
児
童

遊
園
に
ウ
コ
ン
が
植
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
本
当
に
黄
色
で

す
。
花
弁
が
多
い
八
重
咲
き

で
、
ウ
コ
ン
は
緑
色
を
帯
び

た
薄
い
黄
色
で
す
。
ギ
ョ
イ

コ
ウ
は
花
芯
に
桃
色
を
含
ん

だ
黄
色
で

す
。
花
が

終
わ
り
に

近
づ
く
と

桃
色
は
だ

ん
だ
ん
と

強
く
な
り

ま
す
。
（
画
像
出
典
「
九
州

大
図
鑑
」
）

余
談
で
す
が
、
祝
い
の
席

で
供
さ
れ
る
桜
茶
は
、
関
山

(

カ
ン
ザ
ン)

と
言
う
サ
ト
ザ

ク
ラ
を
塩
漬
け
し
た
も
の
が

多
い
そ
う
で
す
。
花
色
が
濃

く
花
び
ら
が
多
い
の
で
お
湯

を
さ
し
て
花
が
開
い
た
時
、

映
え
る
の
で
し
ょ
う
ね
！

令和二年（2020年）4月1日 25号令和二年（2020年）4月1日 25号

一
面
か
ら
の
続
き
ま
す
。
佃
島
の
話

屋
号
の
こ
と

佃月島新聞は電子版でもご覧になれます。ホームページには新聞に掲載されていない記事もあります。tsukutsuki.com

京
橋
図
書
館
地
域
資
料
室
で

佃
月
島
を
探
す
連
載
⑨

読
者
記
者
の
月
島
、
金
田
さ

ん
・
加
藤
さ
ん
の
リ
レ
ー
取
材
。

武
田
尚
子(2009)

『
も
ん
じ
ゃ

の
社
会
史

東
京
・
月
島
の
近

現
代
の
変
容
』
青
弓
社

月
島
の
代
名
詞
で
あ
る
も
ん

じ
ゃ
。
城
東
地
区
子
供
向
け
お

菓
子
「
文
字
焼
き
」
か
ら
、
月

島
も
ん
じ
ゃ
「
ロ
ー
カ
ル
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
に
な
る
ま
で

の
社
会
的
変
遷
を
追
っ
て
い
る
。

調
査
方
法
は
西
仲
通
り
も
ん

じ
ゃ
屋
経
営
者
の
ル
ー
ツ
を
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
と
い
っ
た
も

の
。
そ
こ
か
ら
浮
き
上
が
っ
て

く
る
も
ん

じ
ゃ
像
は

様
々
で
、

子
供
時
代

を
月
島
で

シ
ニ
ア
の
た
め
の

つ
く
つ
き
Ｉ
Ｔ
講
座
⑮

編
集
長
の
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン

講
座
で
す
。

変
な
広
告
が
次
々
と
！

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
お
馴
染
み
の

編
集
長
の
元
上
司
Ｋ
さ
ん
。
パ
ソ

コ
ン
を
立
ち
上
げ
て
い
る
と
何
分

毎
に
「
変
な
広
告
」
が
画
面
に
出

て
き
ま
す
。
せ
っ
か
く
文
章
を
入

力
し
て
い
た
の
に
、
こ
れ
で
は
集

中
で
き
ま
せ
ん
。
は
い
！
元
部
下

の
登
場
で
す
。
Ｋ
さ
ん
の
パ
ソ
コ

ン
に
は
、
リ
モ
ー
ト
ソ
フ
ト
「T

e

a
m
s
V
i
e
w
e
r

」
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル

さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
早
速
画
面

を
見
て
み
ま
し
た
。
な
る
ほ
ど
、

広
告
が
出
て
き
ま
す
。

タ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
犯
人
を

探
せ
！

画
面
左
下
の
検
索
画
面
で
タ
ス

ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
立
ち
上
げ
ま

す
。
す
る
と
現
在
パ
ソ
コ
ン
で
動

い
て
い
る
ソ
フ
ト
の
一
覧
が
出
て

き
ま
す
。
そ
こ
で
悪
さ
を
し
て
い

る
怪
し
い
ソ
フ
ト
を
探
し
、
ア
ン

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
ま
す
。
つ
い
で

に
画
面
の
ア
イ
コ
ン
を
小
さ
く
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
お
気
に

入
り
の
保
存
を
指
導
し
て
終
わ
り

ま
し
た
。
近
く
の
親
戚
よ
り
遠
く

の
元
部
下
が
頼
り
に
な
り
ま
す
。

Ｒ
65
月
島
カ
フ
ェ
出
張
講
座

毎
月
第
３
木
曜
日
、
12
時
半
か

ら
14
時
ま
で
編
集
長
の
サ
ポ
ー
ト

が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
電
話

や
メ
ー
ル
で
相
談
内
容
を
予
約
し

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

過
ご
し
た
ロ
ー
カ
ル
な
人
々

に
と
っ
て
の
「
繋
ぐ
も
の

ロ
ー
カ
ル
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
」
、

1
9
5
0
-
1
9
6
0

年
代
頃
か
ら
増
え

始
め
る
飲
食
店
で
提
供
す
る

「
大
人
も
ん
じ
ゃ
」
、1

9
7
0

年
台
後
半
か
ら
メ
デ
ィ
ア
を

介
さ
れ
て
登
場
す
る
「
革
新

も
ん
じ
ゃ
」
（
め
ん
た
い
入

り
等
）
、
正
統
派
と
革
新
派

の
争
い
を
経
た
現
代
の
「
月

島
も
ん
じ
ゃ
」
な
ど
で
あ
る
。

後
半
の
章
に
あ
る
現
代
の

も
ん
じ
ゃ
屋
経
営
の
ス
キ
ル

と
、
き
ゃ
べ
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
身

近
な
も
ん
じ
ゃ
ス
ト
リ
ー
ト

で
こ
ん
な
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス

が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
か
と

驚
か
さ
れ
た
。
（
金
田
記
）

新
規
開
店
し
ま
し
た

佃
月
島
で
最
近
開
店
し

た
店
舗
を
、
読
者
記
者
と

と
も
に
訪
問
し
ま
す
。

月
島
二
丁
目
カ
モ
ン
チ

こ
ん
な
裏
通
り
に
新
し

い
店
が
あ

り
ま
し
た
。

う
ー
ん
お

し
ゃ
れ
な

飲
食
店
で

す
が
、
お

酒
も
あ
る
し
、
ダ
イ
ニ
ン

グ
バ
ー
な
の
で
し
ょ
う
か
。

営
業
時
間
が
変
わ
っ
て
る
？

[

月
・
火
・
水]

11:

30
～

18:

30

[

木
・
金]

11:

30

～
22:

30

つ
ま
り
営
業

時
間
を
見
る
と
、
月
火
水

は
ラ
ン
チ
な
ど
が
主
で
、

木
金
は
夜
が
バ
ー
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。

近
所
に
住
む
読
者
記
者

と
行
っ
て
み
ま
し
た
。

お
し
ゃ
れ
な
外
観
か
ら

勝
手
に
バ
ル
か
何
か
と
推

測
し
て
い
ま
し
た
が
、
舌

鼓
を
打
た
せ
て
頂
い
た
の

は
砂
肝
、
レ
バ
ー
、
ポ
テ

ト
サ
ラ
ダ
、
野
菜
の
漬
物
、

ア
ジ
フ
ラ
イ
と
馴
染
み
の

あ
る
家
庭
料
理
で
し
た
。

魯
肉
飯
や
ワ
ン
タ
ン
は
締

め
に
良
さ
そ
う
で
す
。

働
き
方
改
革
が
営
業
方

針
、
早
く
帰
り
た
い
家
主

の
意
向
で
閉
店
時
間
が
早

い

の

で

要
注
意
！

名

前

の

カ

モ

ン

チ
は
「come

on

！
家
」
っ

て
意
味
な
ん
で
す
ね
。
当

日
は
満
席
で
し
た
。
予
約

し
た
ほ
う
が
良
い
か
も
。

（
近
所
の
金
田
記
）

0
3
-
6
3
2
1
-
7
6
3
2

月
島

２-

３-

11

芝
工
大
建
築
学
部

一
色

智
道
さ
ん
の
卒
業
論
文
②

地
域
デ
ザ
イ
ン
研
究
室

志
村
教
授
の
主
宰
す
る

「
月
島
長
屋
学
校
」
で
知

り
合
っ
た
一
色
さ
ん
の
卒

論
テ
ー
マ
は
「
佃
島
の
地

域
社
会
の
変
化
に
関
す
る

研
究
」

２
月
15
日
に
開
催
さ
れ

た
「
佃
月
島
百
景

ビ
デ
オ

上
映
＆
講
演
・
意
見
交
換

会
」
で
も
、
一
色
さ
ん
の

研
究
結
果
の
一
部
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
興
味
深
い

の
は
佃
島
に
残
る
「
屋
号
」

の
話
で
す
。

編
集
長
の
実
家
は
江
戸

川
区
東
葛
西
「
雷
」
、
代
々

漁
業
を
営
ん
で
い
て
、
屋

佃
月
島
で
観
察
で
き
る

野
鳥
図
鑑

連
載
24

「
ア
オ
サ
ギ
」

ア
オ
サ
ギ
は
、
一
年
中
い

る
留
鳥
。
日
本
最
大
の
サ
ギ

で
、
翼
を
広
げ
る
と1

6
0

セ
ン

チ
以
上
、
ク
チ
バ
シ
の
先
か

ら
尾
ま
で
が
90
セ
ン
チ
以
上

に
な
り
ま
す
。
と
き
ど
き
カ

ラ
ス
と
ケ
ン
カ
し
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
が
、
ほ
ぼ
外

敵
に
襲
わ
れ
る
心
配
が
な
い
。

そ
の
た
め
、
近
く
に
人
が
い

て
も
あ
ま
り
動
じ
ま
せ
ん
。

頭
の
て
っ
ぺ
ん
な
ど
に
紺
色

の
模
様
が
あ
る
の
で
、
全
身

が
真
っ
白
な
ダ
イ
サ
ギ
や
コ

サ

ギ

と

は

見

分

け

や

す

い
で
す
。

こ
の
コ
ラ
ム
の
執
筆
は
佃

２
丁
目
の
藤
田
さ
ん
。
２
月

頃
開
催
の
「
野
鳥
観
察
会
」

の
運
営
メ
ン
バ
ー
。
冬
夏
図

鑑
の
在
庫
が
あ
り
ま
す
。

聖
路
加
健
康
ナ
ビ
ス
ポ
ッ

ト
「
る
か
な
び
」

「
る
か
な
び
」
は
、
自
分

の
健
康
を
自
分
で
守
る
た

め
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
健
康
づ

く
り
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

平
日
９
時
半
～
17
時

【
健
康
チ
ェ
ッ
ク
】
（
測

定
料
・
相
談
料

5
0
0

円

～
千
円
）
骨
密
度
、
筋
肉
・

脂
肪
量
、
握
力
の
測
定
。

看
護
師
が
説
明
・
助
言
し

ま
す
。

【
健
康
相
談
】
（
相
談
料

5
0
0

円
～
千
円
）
大
学
教

「ECO

フ
レ
月
島
」
が
始
ま

り
ま
し
た

ど
ん
な
活
動
？

２
月
24
日
ポ
カ
ポ
カ
陽
気

の
祝
日
、
10
名
の
子
ど
も
達

が
月
島
第
一
児
童
公
園
に
集

合
し
ま
し
た
。
子
ど
も
主
体

の
ご
み
拾
い
「
ト
ン
グ
で
エ

コ
活
」
を
行
う
た
め
で
す
！

ト
ン

グ
を
も
っ

て
親
子

で
10
分

だ
け
ゴ

ミ
を
拾
う
！
ゲ
ー
ム
感
覚
で

ト
ン
グ
に
夢
中
に
な
る
子
供

が
続
出
す
る
、
ま
さ
に
子
供

員
・
看
護
師
が
健
康
や
闘

病
に
関
す
る
困
り
ご
と
の

対
処
法
を
一
緒
に
見
つ
け

る
お
手
伝

い
を
し
ま

す
。

【
資
料
閲

覧
】
闘
病

記
、
健
康

や
病
気
に
関
す
る
本
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
（
無
料
）
。

築
地
３-

６-

２
聖
路
加
臨

床
学
術
セ
ン
タ
ー
１
階

（
喫
茶
タ
リ
ー
ズ
の
奥
）

03-6226-6390

lukanavi@slcn.ac.jp

が
夢
中
に
な
る
環
境
教
育
で

す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
で

苦
し
ん
で
い
る
海
の
い
き
も

の
が
い
る
。
川
・
海
に
近
い

月
島
の
ゴ
ミ
を
拾
う
こ
と
で
、

救
え
る
命
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
こ
と
を
伝
え
る
と
子
ど

も
達
は
真
剣
な
眼
差
し
！
一

番
多
か
っ
た
の
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ゴ
ミ
59
個
、
タ
バ
コ
39
個

で
し
た
。
楽
し
い
エ
コ
活
広

め
よ
っ
！
「ECO

フ
レ
月
島
」

が
主
催
し
て
い
ま
す
。

次
回
予
定
４
月
19
日
（
日
）
詳

細
こ
ち
ら
！

in
st

ag
r
am

.c
om

/ecotksm

佃
３
丁
目
グ
ロ
ー
バ
ル
ケ
ア

.
glob

alcare.jp

21
号
か
ら
佃
月
島

新
聞
の
企
業
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
連
携
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
グ
ロ
ー
バ
ル
ケ
ア

様
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

お
客
様
に
頂
い
た
「
あ
り
が

と
う
の
声
」
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。
実
名
と
ご
家
族
の

写
真
入
り
で
す
。
よ
ほ
ど
ご

満
足
い
た
だ
か
な
い
と
掲
載

し
ま
せ
ん
よ
ね
。
故
人
に
も

葬
儀
社
の
方
に
も
「
感
謝
そ

し
て
あ
り
が
と
う
」
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
会
社
な
の
で
す
。

佃
３-
３-

３
0
1
2
0
-
4
8
1
2
-
2
4

(

24
時
間
３
６
５
日
受
付)

好
美
の
幕
末
中
央
区
⑨

幕
末
お
た
く
のC

h
e
e

r
s

㈱
役
員
、
好
美
さ
ん

の
連
載
コ
ラ
ム
で
す
。

東
京
駅
八
重
洲
に
、

「
小
千
葉
道
場
」
が
か

つ
て
存
在
し
た
。
主
は
、
千

葉
定
吉
。
北
辰
一
刀
流
剣
術

の
創
始
者
千
葉
周
作
の
弟
で
、

玄
武
館
道
場
（
兄
周
作
の
道

場
）
の
隆
盛
に
貢
献
し
た
後
、

八
重
洲
の
桶
町
に
開
設
し
た
。

嘉
永
６
年
に
は
、
剣
術
修

行
の
た
め
に
江
戸
に
出
て
き

た
、
土
佐
藩
坂
本
龍
馬
も
定

吉
の
元
で
修
行
し
た
と
さ
れ

て
い
る
。
（
こ
の
時
定
吉
は

仕
官
し
て
い
た
た
め
、
定
吉

の
息
子
重
太
郎
の
も
と
で
修

行
に
励
ん
だ
と
も
考
え
ら
れ

る
）
幕
末
で
活
躍
し
た
龍
馬
、

ま
た
同
じ
よ
う
に
志
を
持
っ

た
多
く
の
武
士
た
ち
が
日
々

鍛
錬
し
た
道
場
で
あ
る
。

号
は
「
た
ぜ
む
」
。
先
祖

に
「
太
左
衛
門
」
が
い
た

か
ら
と
思
わ
れ
ま
す
。
佃

島
の
漁
業
ラ
イ
バ
ル
だ
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

苗
字
が
な
か
っ
た
江
戸

時
代
、
あ
だ
名
や
屋
号
で

呼
び
合
っ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
。
ま
た
佃
島
に
は
魚
市

場
の
仲
卸
が
多
か
っ
た
た

め
、
商
売
上
も
屋
号
は
便

利
だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
飯
田
さ
ん
の
表
札

に

は

２

つ

の

屋

号

が

掲

げ

ら

れ

て

い

ま

す
。

た
じ
ま
の
屋
号
は
江
戸

時
代
の
沽
券
図
（
不
動
産

台
帳
）
に
も
見
て
取
れ
ま

す
。
一
色
さ
ん
が
調
査
し

た
、
佃
島
に
掲
げ
ら
れ
て

い
る
屋
号
の
地
図
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
が
、
20
軒
が
確
認
で

き
ま
す
。
幸
い
に
も
「
佃

月
つ
く
つ
き
」
の
屋
号
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

佃
月
島
野
鳥
観
察
愛
好
家

２
月
に
開
催
し
た
「
第

５
回
野
鳥
観
察
会
」
は
45

名
が
参
加
し
、
地
域
の
愛

好
家
が
増
え
て
い
ま
す
。

月
島
３
丁
目
Ｔ
さ
ん
は

月
島
生
ま
れ
で
、
野
鳥
観

察
が
趣
味
。
各
地
で
野
鳥

観
察
を
し
て
き
ま
し
た
。

「
週
刊
野
鳥
の
世
界
」1

2
1

冊
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

観
察
会
に
参
加
し
て
い
る

佃
児
童
館
に
寄
贈
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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街
角
植
物
観
察
日
記
31

佃
２
丁
目
菅
野
さ
ん

今
年
は
異
常
に
暖
冬
で
、

早
咲
き
の
サ
ク
ラ
も
咲
く
時

期
を
早
め
て
し
ま
い
ま
し
た

ね
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
終
わ

り
に
近
づ
く
と
、
サ
ト
ザ
ク

ラ
の
開
花
が
始
ま
り
ま
す
。

色
彩
上
、
サ
ク
ラ
色
と
言

え
ば
ピ
ン
ク
で
す
が
、
黄
色

の
サ
ク
ラ
が
あ
る
こ
と
を
ご

存
知
で
す
か
。

鬱
金
（
ウ
コ
ン
）
と
御
衣

黄
（
ギ
ョ
イ
コ
ウ
）
の
二
種

類
あ
り
、
月
島
二
丁
目
児
童

遊
園
に
ウ
コ
ン
が
植
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
本
当
に
黄
色
で

す
。
花
弁
が
多
い
八
重
咲
き

で
、
ウ
コ
ン
は
緑
色
を
帯
び

た
薄
い
黄
色
で
す
。
ギ
ョ
イ

コ
ウ
は
花
芯
に
桃
色
を
含
ん

だ
黄
色
で

す
。
花
が

終
わ
り
に

近
づ
く
と

桃
色
は
だ

ん
だ
ん
と

強
く
な
り

ま
す
。
（
画
像
出
典
「
九
州

大
図
鑑
」
）

余
談
で
す
が
、
祝
い
の
席

で
供
さ
れ
る
桜
茶
は
、
関
山

(

カ
ン
ザ
ン)

と
言
う
サ
ト
ザ

ク
ラ
を
塩
漬
け
し
た
も
の
が

多
い
そ
う
で
す
。
花
色
が
濃

く
花
び
ら
が
多
い
の
で
お
湯

を
さ
し
て
花
が
開
い
た
時
、

映
え
る
の
で
し
ょ
う
ね
！

令和二年（2020年）4月1日 25号令和二年（2020年）4月1日 25号

一
面
か
ら
の
続
き
ま
す
。
佃
島
の
話

屋
号
の
こ
と

佃月島新聞は電子版でもご覧になれます。ホームページには新聞に掲載されていない記事もあります。tsukutsuki.com

京
橋
図
書
館
地
域
資
料
室
で

佃
月
島
を
探
す
連
載
⑨

読
者
記
者
の
月
島
、
金
田
さ

ん
・
加
藤
さ
ん
の
リ
レ
ー
取
材
。

武
田
尚
子(2009)

『
も
ん
じ
ゃ

の
社
会
史

東
京
・
月
島
の
近

現
代
の
変
容
』
青
弓
社

月
島
の
代
名
詞
で
あ
る
も
ん

じ
ゃ
。
城
東
地
区
子
供
向
け
お

菓
子
「
文
字
焼
き
」
か
ら
、
月

島
も
ん
じ
ゃ
「
ロ
ー
カ
ル
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
に
な
る
ま
で

の
社
会
的
変
遷
を
追
っ
て
い
る
。

調
査
方
法
は
西
仲
通
り
も
ん

じ
ゃ
屋
経
営
者
の
ル
ー
ツ
を
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
と
い
っ
た
も

の
。
そ
こ
か
ら
浮
き
上
が
っ
て

く
る
も
ん

じ
ゃ
像
は

様
々
で
、

子
供
時
代

を
月
島
で

シ
ニ
ア
の
た
め
の

つ
く
つ
き
Ｉ
Ｔ
講
座
⑮

編
集
長
の
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン

講
座
で
す
。

変
な
広
告
が
次
々
と
！

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
お
馴
染
み
の

編
集
長
の
元
上
司
Ｋ
さ
ん
。
パ
ソ

コ
ン
を
立
ち
上
げ
て
い
る
と
何
分

毎
に
「
変
な
広
告
」
が
画
面
に
出

て
き
ま
す
。
せ
っ
か
く
文
章
を
入

力
し
て
い
た
の
に
、
こ
れ
で
は
集

中
で
き
ま
せ
ん
。
は
い
！
元
部
下

の
登
場
で
す
。
Ｋ
さ
ん
の
パ
ソ
コ

ン
に
は
、
リ
モ
ー
ト
ソ
フ
ト
「T

e

a
m
s
V
i
e
w
e
r

」
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル

さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
早
速
画
面

を
見
て
み
ま
し
た
。
な
る
ほ
ど
、

広
告
が
出
て
き
ま
す
。

タ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
犯
人
を

探
せ
！

画
面
左
下
の
検
索
画
面
で
タ
ス

ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
立
ち
上
げ
ま

す
。
す
る
と
現
在
パ
ソ
コ
ン
で
動

い
て
い
る
ソ
フ
ト
の
一
覧
が
出
て

き
ま
す
。
そ
こ
で
悪
さ
を
し
て
い

る
怪
し
い
ソ
フ
ト
を
探
し
、
ア
ン

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
ま
す
。
つ
い
で

に
画
面
の
ア
イ
コ
ン
を
小
さ
く
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
お
気
に

入
り
の
保
存
を
指
導
し
て
終
わ
り

ま
し
た
。
近
く
の
親
戚
よ
り
遠
く

の
元
部
下
が
頼
り
に
な
り
ま
す
。

Ｒ
65
月
島
カ
フ
ェ
出
張
講
座

毎
月
第
３
木
曜
日
、
12
時
半
か

ら
14
時
ま
で
編
集
長
の
サ
ポ
ー
ト

が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
電
話

や
メ
ー
ル
で
相
談
内
容
を
予
約
し

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

過
ご
し
た
ロ
ー
カ
ル
な
人
々

に
と
っ
て
の
「
繋
ぐ
も
の

ロ
ー
カ
ル
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
」
、

1
9
5
0
-
1
9
6
0

年
代
頃
か
ら
増
え

始
め
る
飲
食
店
で
提
供
す
る

「
大
人
も
ん
じ
ゃ
」
、1

9
7
0

年
台
後
半
か
ら
メ
デ
ィ
ア
を

介
さ
れ
て
登
場
す
る
「
革
新

も
ん
じ
ゃ
」
（
め
ん
た
い
入

り
等
）
、
正
統
派
と
革
新
派

の
争
い
を
経
た
現
代
の
「
月

島
も
ん
じ
ゃ
」
な
ど
で
あ
る
。

後
半
の
章
に
あ
る
現
代
の

も
ん
じ
ゃ
屋
経
営
の
ス
キ
ル

と
、
き
ゃ
べ
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
身

近
な
も
ん
じ
ゃ
ス
ト
リ
ー
ト

で
こ
ん
な
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス

が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
か
と

驚
か
さ
れ
た
。
（
金
田
記
）

新
規
開
店
し
ま
し
た

佃
月
島
で
最
近
開
店
し

た
店
舗
を
、
読
者
記
者
と

と
も
に
訪
問
し
ま
す
。

月
島
二
丁
目
カ
モ
ン
チ

こ
ん
な
裏
通
り
に
新
し

い
店
が
あ

り
ま
し
た
。

う
ー
ん
お

し
ゃ
れ
な

飲
食
店
で

す
が
、
お

酒
も
あ
る
し
、
ダ
イ
ニ
ン

グ
バ
ー
な
の
で
し
ょ
う
か
。

営
業
時
間
が
変
わ
っ
て
る
？

[

月
・
火
・
水]

11:

30
～

18:

30

[

木
・
金]

11:

30

～
22:

30

つ
ま
り
営
業

時
間
を
見
る
と
、
月
火
水

は
ラ
ン
チ
な
ど
が
主
で
、

木
金
は
夜
が
バ
ー
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。

近
所
に
住
む
読
者
記
者

と
行
っ
て
み
ま
し
た
。

お
し
ゃ
れ
な
外
観
か
ら

勝
手
に
バ
ル
か
何
か
と
推

測
し
て
い
ま
し
た
が
、
舌

鼓
を
打
た
せ
て
頂
い
た
の

は
砂
肝
、
レ
バ
ー
、
ポ
テ

ト
サ
ラ
ダ
、
野
菜
の
漬
物
、

ア
ジ
フ
ラ
イ
と
馴
染
み
の

あ
る
家
庭
料
理
で
し
た
。

魯
肉
飯
や
ワ
ン
タ
ン
は
締

め
に
良
さ
そ
う
で
す
。

働
き
方
改
革
が
営
業
方

針
、
早
く
帰
り
た
い
家
主

の
意
向
で
閉
店
時
間
が
早

い

の

で

要
注
意
！

名

前

の

カ

モ

ン

チ
は
「come

on

！
家
」
っ

て
意
味
な
ん
で
す
ね
。
当

日
は
満
席
で
し
た
。
予
約

し
た
ほ
う
が
良
い
か
も
。

（
近
所
の
金
田
記
）

0
3
-
6
3
2
1
-
7
6
3
2

月
島

２-

３-

11

芝
工
大
建
築
学
部

一
色

智
道
さ
ん
の
卒
業
論
文
②

地
域
デ
ザ
イ
ン
研
究
室

志
村
教
授
の
主
宰
す
る

「
月
島
長
屋
学
校
」
で
知

り
合
っ
た
一
色
さ
ん
の
卒

論
テ
ー
マ
は
「
佃
島
の
地

域
社
会
の
変
化
に
関
す
る

研
究
」

２
月
15
日
に
開
催
さ
れ

た
「
佃
月
島
百
景

ビ
デ
オ

上
映
＆
講
演
・
意
見
交
換

会
」
で
も
、
一
色
さ
ん
の

研
究
結
果
の
一
部
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
興
味
深
い

の
は
佃
島
に
残
る
「
屋
号
」

の
話
で
す
。

編
集
長
の
実
家
は
江
戸

川
区
東
葛
西
「
雷
」
、
代
々

漁
業
を
営
ん
で
い
て
、
屋

佃
月
島
で
観
察
で
き
る

野
鳥
図
鑑

連
載
24

「
ア
オ
サ
ギ
」

ア
オ
サ
ギ
は
、
一
年
中
い

る
留
鳥
。
日
本
最
大
の
サ
ギ

で
、
翼
を
広
げ
る
と1

6
0

セ
ン

チ
以
上
、
ク
チ
バ
シ
の
先
か

ら
尾
ま
で
が
90
セ
ン
チ
以
上

に
な
り
ま
す
。
と
き
ど
き
カ

ラ
ス
と
ケ
ン
カ
し
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
が
、
ほ
ぼ
外

敵
に
襲
わ
れ
る
心
配
が
な
い
。

そ
の
た
め
、
近
く
に
人
が
い

て
も
あ
ま
り
動
じ
ま
せ
ん
。

頭
の
て
っ
ぺ
ん
な
ど
に
紺
色

の
模
様
が
あ
る
の
で
、
全
身

が
真
っ
白
な
ダ
イ
サ
ギ
や
コ

サ

ギ

と

は

見

分

け

や

す

い
で
す
。

こ
の
コ
ラ
ム
の
執
筆
は
佃

２
丁
目
の
藤
田
さ
ん
。
２
月

頃
開
催
の
「
野
鳥
観
察
会
」

の
運
営
メ
ン
バ
ー
。
冬
夏
図

鑑
の
在
庫
が
あ
り
ま
す
。

聖
路
加
健
康
ナ
ビ
ス
ポ
ッ

ト
「
る
か
な
び
」

「
る
か
な
び
」
は
、
自
分

の
健
康
を
自
分
で
守
る
た

め
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
健
康
づ

く
り
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

平
日
９
時
半
～
17
時

【
健
康
チ
ェ
ッ
ク
】
（
測

定
料
・
相
談
料

5
0
0

円

～
千
円
）
骨
密
度
、
筋
肉
・

脂
肪
量
、
握
力
の
測
定
。

看
護
師
が
説
明
・
助
言
し

ま
す
。

【
健
康
相
談
】
（
相
談
料

5
0
0

円
～
千
円
）
大
学
教

「ECO

フ
レ
月
島
」
が
始
ま

り
ま
し
た

ど
ん
な
活
動
？

２
月
24
日
ポ
カ
ポ
カ
陽
気

の
祝
日
、
10
名
の
子
ど
も
達

が
月
島
第
一
児
童
公
園
に
集

合
し
ま
し
た
。
子
ど
も
主
体

の
ご
み
拾
い
「
ト
ン
グ
で
エ

コ
活
」
を
行
う
た
め
で
す
！

ト
ン

グ
を
も
っ

て
親
子

で
10
分

だ
け
ゴ

ミ
を
拾
う
！
ゲ
ー
ム
感
覚
で

ト
ン
グ
に
夢
中
に
な
る
子
供

が
続
出
す
る
、
ま
さ
に
子
供

員
・
看
護
師
が
健
康
や
闘

病
に
関
す
る
困
り
ご
と
の

対
処
法
を
一
緒
に
見
つ
け

る
お
手
伝

い
を
し
ま

す
。

【
資
料
閲

覧
】
闘
病

記
、
健
康

や
病
気
に
関
す
る
本
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
（
無
料
）
。

築
地
３-

６-

２
聖
路
加
臨

床
学
術
セ
ン
タ
ー
１
階

（
喫
茶
タ
リ
ー
ズ
の
奥
）

03-6226-6390

lukanavi@slcn.ac.jp

が
夢
中
に
な
る
環
境
教
育
で

す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
で

苦
し
ん
で
い
る
海
の
い
き
も

の
が
い
る
。
川
・
海
に
近
い

月
島
の
ゴ
ミ
を
拾
う
こ
と
で
、

救
え
る
命
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
こ
と
を
伝
え
る
と
子
ど

も
達
は
真
剣
な
眼
差
し
！
一

番
多
か
っ
た
の
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ゴ
ミ
59
個
、
タ
バ
コ
39
個

で
し
た
。
楽
し
い
エ
コ
活
広

め
よ
っ
！
「ECO

フ
レ
月
島
」

が
主
催
し
て
い
ま
す
。

次
回
予
定
４
月
19
日
（
日
）
詳

細
こ
ち
ら
！

in
st

ag
r
am

.c
om

/ecotksm

佃
３
丁
目
グ
ロ
ー
バ
ル
ケ
ア

.
glob

alcare.jp

21
号
か
ら
佃
月
島

新
聞
の
企
業
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
連
携
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
グ
ロ
ー
バ
ル
ケ
ア

様
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

お
客
様
に
頂
い
た
「
あ
り
が

と
う
の
声
」
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。
実
名
と
ご
家
族
の

写
真
入
り
で
す
。
よ
ほ
ど
ご

満
足
い
た
だ
か
な
い
と
掲
載

し
ま
せ
ん
よ
ね
。
故
人
に
も

葬
儀
社
の
方
に
も
「
感
謝
そ

し
て
あ
り
が
と
う
」
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
会
社
な
の
で
す
。

佃
３-

３-

３

0
1
2
0
-
4
8
1
2
-
2
4

(

24
時
間
３
６
５
日
受
付)

好
美
の
幕
末
中
央
区
⑨

幕
末
お
た
く
のC

h
e
e

r
s

㈱
役
員
、
好
美
さ
ん

の
連
載
コ
ラ
ム
で
す
。

東
京
駅
八
重
洲
に
、

「
小
千
葉
道
場
」
が
か

つ
て
存
在
し
た
。
主
は
、
千

葉
定
吉
。
北
辰
一
刀
流
剣
術

の
創
始
者
千
葉
周
作
の
弟
で
、

玄
武
館
道
場
（
兄
周
作
の
道

場
）
の
隆
盛
に
貢
献
し
た
後
、

八
重
洲
の
桶
町
に
開
設
し
た
。

嘉
永
６
年
に
は
、
剣
術
修

行
の
た
め
に
江
戸
に
出
て
き

た
、
土
佐
藩
坂
本
龍
馬
も
定

吉
の
元
で
修
行
し
た
と
さ
れ

て
い
る
。
（
こ
の
時
定
吉
は

仕
官
し
て
い
た
た
め
、
定
吉

の
息
子
重
太
郎
の
も
と
で
修

行
に
励
ん
だ
と
も
考
え
ら
れ

る
）
幕
末
で
活
躍
し
た
龍
馬
、

ま
た
同
じ
よ
う
に
志
を
持
っ

た
多
く
の
武
士
た
ち
が
日
々

鍛
錬
し
た
道
場
で
あ
る
。

号
は
「
た
ぜ
む
」
。
先
祖

に
「
太
左
衛
門
」
が
い
た

か
ら
と
思
わ
れ
ま
す
。
佃

島
の
漁
業
ラ
イ
バ
ル
だ
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

苗
字
が
な
か
っ
た
江
戸

時
代
、
あ
だ
名
や
屋
号
で

呼
び
合
っ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
。
ま
た
佃
島
に
は
魚
市

場
の
仲
卸
が
多
か
っ
た
た

め
、
商
売
上
も
屋
号
は
便

利
だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
飯
田
さ
ん
の
表
札

に

は

２

つ

の

屋

号

が

掲

げ

ら

れ

て

い

ま

す
。

た
じ
ま
の
屋
号
は
江
戸

時
代
の
沽
券
図
（
不
動
産

台
帳
）
に
も
見
て
取
れ
ま

す
。
一
色
さ
ん
が
調
査
し

た
、
佃
島
に
掲
げ
ら
れ
て

い
る
屋
号
の
地
図
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
が
、
20
軒
が
確
認
で

き
ま
す
。
幸
い
に
も
「
佃

月
つ
く
つ
き
」
の
屋
号
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

佃
月
島
野
鳥
観
察
愛
好
家

２
月
に
開
催
し
た
「
第

５
回
野
鳥
観
察
会
」
は
45

名
が
参
加
し
、
地
域
の
愛

好
家
が
増
え
て
い
ま
す
。

月
島
３
丁
目
Ｔ
さ
ん
は

月
島
生
ま
れ
で
、
野
鳥
観

察
が
趣
味
。
各
地
で
野
鳥

観
察
を
し
て
き
ま
し
た
。

「
週
刊
野
鳥
の
世
界
」1

2
1

冊
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

観
察
会
に
参
加
し
て
い
る

佃
児
童
館
に
寄
贈
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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家
康
の
命
で
江
戸
の
食
料
確
保
・
漁
業
振
興
の
た
め
移
住

佃島はじめものがたり 江戸時代大坂から移住した33人が最初

復活 佃月島演芸館のお問い合わせは ☎050-1746-8579 ✉info@tsukutsuki.com またはHP tsukutsuki.com
１

新聞を応援いただいている企業サポーター 2019年度
「ハートベルカンパニー 中央区蛎殻町不動産」「ジャストリサーチ
サービス 中央区新川 マーケティングリサーチ」「東京メンテナン
ス管理 中央区蛎殻町」「Cheers 港区社員教育・経営コンサルタン
ト」「三井住友建設㈱ 中央区佃」「リバーシティすずき整形外科
佃一丁目」「エコライフサービス 品川区」「FUJIKO 晴海ヨガ教室]
「グローバルケア 葬儀社 佃三丁目」「ライブコーヒー 月島一丁
目」「黒川英夫 佃 画家」その他個人サポーターの方はホームペー
ジに掲載させていただきます。
後援をいただいている町会・自治会・団体
佃一丁目町会・佃二丁目5号棟自治会・佃リバーシティ自治会・コーシャ
タワー佃自治会・リバーシティ21.3号棟自治会・佃三丁目町会・月島
二之部町会・東京築地ロータリークラブ 敬称略2月15日現在

中
央
区

区
民
メ
デ
ィ
ア
リ

ポ
ー
タ
ー
の
会

東
京
ベ
イ
ネ
ッ
ト

「
中
央
区
発

こ
ち

ら
み
ん
な
の
情
報
局
」

は
、
毎
日
３
回
放
送
。

Y
o
u
T
u
b
e

で
は
「
中
央
区
区
民

メ
デ
ィ
ア
リ
ポ
ー
タ
ー
の
会
」

と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。
４
月

の
公
開
は
、

マ
リ
ー
「
晴
海

水
辺
の
情

景
」
埋
め
立
て
の
完
成
か
ら
約

90
年
を
経
た
晴
海
。
晴
海
の
今
、

新
し
い
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

過
去
作
品
の
鑑
賞
会
を
開
催

「
Ｒ
65
月
島
カ
フ
ェ
」
に
て

リ
ポ
ー
タ
ー
の
取
材
裏
話
あ
り
。

第
３
木
曜
日
14
時
か
ら
勝
ど
き

敬
老
館
１
階
デ
ー
ル
ー
ム

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ

基
礎
講
座

ち
ょ
っ
と
一
般

に
は
馴
染
み
の
な
い
「
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ

市
場
調

査
」
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す

く
解
説
い
た
し
ま
す
。

製
品
テ
ス
ト

新
製
品
の
発
売
前
に
、
ユ
ー

ザ
ー
に
実
際
に
試
し
て
も
ら
い

評
価
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
自
宅
で
試
し
て

も
ら
う
方
法
と
、
ど
こ
か
に
集

ま
っ
て
も
ら
い
そ
の
場
で
試
し

て
も
ら
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。

前
者
は
、
普
段
と
同
じ
よ
う
に

使
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
自
然

な
評
価
が
得
ら
れ
ま
す
。
後
者

は
、
皆
同
じ
条
件
で
の
評
価
が

可
能
な
た
め
、
試
飲
や
試
食
に

よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
飲
み
物
は

温
度
な
ど
に
よ
っ
て
お
い
し
さ

が
違
っ
て
き
ま
す
よ
ね
。

こ
の
よ
う
に
、
ど
ん
な
状
況

で
の
評
価
が
必
要
か
を
考
慮
し

テ
ス
ト
方
法
を
選
び
ま
す
。

（
続
）
ジ
ャ
ス
ト

リ
サ
ー
チ
サ
ー
ビ

ス
㈱
で
は
リ
サ
ー

チ
ャ
ー
（
正
社
員
）

募
集
中
で
す
。
未

経
験
者
歓
迎

j
u
s
t
-
r
e
s
e
a
r

c
h
.
c
o
.
j
p

中
央
区
新
川
２
の

20
の
７T

O
K
O
H

ビ
ル
６
Ｆ

０
３-

３
５
５
３-

３
７
３
７

佃月島新聞は電子版でもご覧になれます。ホームページには新聞に掲載されていない記事もあります。tsukutsuki.com

シ
ル
バ
ー
川
柳
傑
作
集

シ
ル
バ
ー
川
柳

（
中
央
）
ク
ラ
ブ

の
作
品
を
毎
月
２

句
、
発
表
し
て
い

ま
す
が
、
３
月
は
休
会
。

読
者
川
柳
投
稿
を
選
句

２
月
号
で
募
集
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
の
浜
野
さ
ん
の
選
を
コ

メ
ン
ト
付
き
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
題
は
「
春
が
来
た
」
で
し
た
。

春
が
来
た

冬
眠
さ
め
ず

永

眠
す

春
風
爺
さ
ん

去
年
の

春
・
夏
・
秋
・
冬
寝
た
き
り
で

新
春
を
迎
え
ら
れ
ず
で
す
ね
。

分
か
り
ま
す
。
現
実
的
で
す
。

ス
ト
レ
ス
を

捨
て
る
女
房
の

春
旅
行

お
は
や
し

一
番

い
い
季
節
を
選
ん
で
の
旅
行
、

中
央
カ
ー
レ
ッ
ト
ク
ラ
ブ

４
月
の
練
習
日

カ
ー
リ
ン
グ
の
机
上
版

「
カ
ー
レ
ッ
ト
」
、
中
央
区

で
広
が
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

練
習
日
は
４
月
７
日
（
火
）
、

13
日
（
月
）
、
20
日
（
月
）
、

27
日
（
月
）
10
時
～
11
時
半

頃
、
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー
に
て

開
催
。
毎
月
第
３
木
曜
日
14

時
か
ら
、
勝
ど
き
敬
老
館
一

階
で
開
催
さ
れ
る
Ｒ
65
月
島

カ
フ
ェ
で
も
体

験
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

月
島
地
域
ミ
ニ

大
会
を
計
画
中

で
す
。
ぜ
ひ
一

度
体
験
を
。

つ
く
つ
き
新
聞
で
は

「
は
じ
め
も
の
が
た
り
」

を
数
回
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
石
川
島
は
じ
め
も
の
が

た
り

３
号
」
「
大
川
端

リ
バ
ー
シ
テ
ィ
は
じ
め
も

の
が
た
り

９
号
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

か
ら
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

今
月
号
は
満
を
持
し
て

の
佃
島
で
す
。

中
央
区
沿
革
図
集
月
島
編

月
島
４
丁
目
杉
本
さ
ん

か
ら
新
聞
取
材
の
資
料
に

と
、
譲
っ
て
い
た
だ
い
た

資
料
が
役
に
立
ち
ま
す
。

文
亀
年
間
（1

5
0
1

年
～

３
年
）
の
江
戸
の
古
地
図

に
は
向
島
（
む
か
ふ
じ
ま
）

と
さ
れ
、
石
川
島
が
見
て

取
れ
ま
す
。
森
島
と
も
鎧

島
と
も
呼
ば
れ
た
よ
う
で

す
。
そ
の
南
側
の
干
潟
が

後
の
佃
島
に
な
る
の
で
す
。

「
佃
嶋
誌

参
十
参
人
の

旅
人
」

江
戸
の
図
に
点

を
う
つ
た
る
佃
嶋

佃
島
歴
史
研
究
会
の
金

子
正
夫
さ
ん
の
著
（
京
橋

図
書
館
地
域
資
料
室
蔵
書
）

に
よ
る
と
摂
津
国
佃
村
の

庄
屋
、
森
孫
右
衛
門
は
じ

め
総
勢
33
人
が
江
戸
幕
府

開
府
後
の
慶
長
17
年
（1

6

12

年
）
江
戸
に
移
住
し
た
。

当
時
の
江
戸
は
急
増
す
る

人
口
に
蛋
白
源
で
あ
っ
た

魚
類
の
確
保
が
で
き
ず
、

優
れ
た
漁
法
を
持
っ
た
大

坂
佃
村
の
漁
師
た
ち
が
幕

府
か
ら
呼
ば
れ
た
。

翌
年
の
慶
長
18
年
に
は

幕
府
の
御
用
を
勤
め
た
こ

と
か
ら
「
海
川
漁
り
よ
う

勝
手
た
る
べ
し
」
と
の
ご

証
文
を
い
た
だ
い
た
と
あ

る
。
江
戸
近
海
で
の
漁
業

権
を
得
た
漁
民
は
、
当
初

は
浜
町
の
安
藤
対
馬
守
屋

敷
に
居
住
し
て
い
た
。
幕

府
の
膳
所
に
奉
っ
た
魚
類

の
余
り
は
日
本
橋
で
売
り

さ
ば
き
、
日
本
橋
・
築
地

魚
市
場
の
最
初
と
な
っ
た
。

今
も
江
戸
時
代
の
町
筋
が

残
る
佃
島

そ
の
後
寛
永
年
間
（1

6
4

2

年
頃
）
に
鉄
砲
洲
の
東
の

干
潟
約
百
間
四
方
を
拝
領

し
、
自
ら
築
島
に
従
事
し
、

正
保
元
年
（1

6
4
4

年
）
に

故
郷
の
佃
村
に
ち
な
み
佃

島
と
し
た
。

移
住
と
と
も
に
遷
座
し

た
住
吉
神
社
も
こ
の
地
に

社
殿
が
建
築
さ
れ
、
３
年

に
一
度
の
例
大
祭
は
江
戸

の
様
式
を
現
在
も
強
く
残

し
て
い
る
。
町
は
上
町

（
う
わ
て
）
、
下
町
（
し

も
ち
ょ
う
）
、
佃
小
橋
を

挟
ん
で
、
東
町
（
む
か
い

令和二年（2020年）4月1日 25号

ち
ょ
う
）
と
さ
れ
、
い
ま

で
も
住
吉
講
の
部
構
成
に

受
け
継
が
れ
て
い
る
。

築
地
本
願
寺
と
も
強
い
つ

な
が
り
が
…

1
6
1
7

年
に
浅
草
近
く
に

創
建
さ
れ
ま
し
た
が
、1

6

5
7

年
の
「
明
暦
の
大
火
」

で
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
後
、
再
建
の
た
め

江
戸
幕
府
か
ら
与
え
ら
れ

た
土
地
が
現
在
の
場
所
で

す
が
、
当
時
は
海
上
で
し

た
。
そ
こ
で
海
を
埋
め
立

て
て
土
地
を
築
き
、
本
堂

を
建
立
し
た
こ
と
が
「
築

地
」
と
い
う
名
称
の
由
来

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
際
、
佃
島
の
門
徒

講
が
中
心
と
な
り
埋
立
に

従
事
し
た
そ
う
で
す
。
ま

た
関
東
大
震
災
に
よ
り
再

度
本
堂
を

焼
失
し
、

1
9
3
4

年
に

再
建
。
現

在
の
本
堂

の
姿
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
再
建

の
際
、
今

の
築
地
場
外
市
場
に
あ
っ

た
墓
地
の
移
転
拡
張
に
も
、

佃
島
の
門
徒
講
の
方
々
が

大
変
貢
献
し
た
と
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。
佃
島
に
は
本

願
寺
出
張
所
・
道
場
が
設

置
さ
れ
、1

9
3
4

年
に
現
在

の
地
に
佃
門
徒
講
の
管
理
す

る
「
佃
島
説
教
所
」
が
完
成

し
ま
し
た
。

思
い
つ
い
た
創
作
講
談

「
佃
島
33
人
漁
師
物
語
」

今
ま
で
の
波
乱
万
丈
の
佃

島
漁
師
の
話
、
講
談
向
き
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
か
。
「
佃
島
の

33
人
漁
師
」
物
語
を
新
作
講

談
に
で
き
な
い
か
！
と
企
画

し
ま
し
た
。

「
復
活

佃
月
島
演
芸
館
」

５
月
27
日
水
曜
佃
島
説
教
所

①
創
作
講
談
「
そ
の
昔
佃
島

漁
師
夜
話
」
田
辺
い
ち
か

佃
寅
先
代
石
井
き
ん
ざ
さ
ん

著
「
そ
の
昔
佃
島
漁
師
夜
話
」

を
種
本
に
、
創
作
講
談
。

②
落
語
「
佃
祭
り
」
金
原
亭

小
駒

曽
祖
父
は
５
代
目
古

今
亭
志
ん
生

佃
３
丁
目
グ

ロ
ー
ー
バ
ル
ケ
ア
で
開
催
す

る
「
元
気
落
語
」
に
出
演
中

古
典
落
語
で
、
佃
の
渡
し

と
佃
祭
り
を
扱
っ
た
落
語
。

③
大
江
戸
玉
す
だ
れ

佃
川
燕
也

佃
島
小
学
校
卒

「
大
江
戸
玉
す
だ
れ

佃
川

流
家
元
」
佃
の
た
め
に
な
る

な
ら
と
出
演
を
快
諾
。

④
ち
ん
ど
ん
月
島
宣
伝
社

堀
田
祐
子
（
浪
曲
師

港
家

小
そ
め
）
月
島
在
住
で
珍
し

い
女
性
ち
ん
ど
ん
屋
親
方
。

チ
ケ
ッ
ト
の
詳
細
、
お
問

い
合
わ
せ
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
電
話
・
メ
ー
ル
で
。

佃
月
島
新
聞
を
応
援
く
だ
さ
い

会
員
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

非
営
利
の
佃
月
島
新

聞
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

年
会
費

個
人
一
口
２

千
円

新
聞
を
郵
送
や

宅
配
な
ど
で
毎
月
確
実
に
お
届
け
。

法
人
一
口
２
万
円

年
一
回
企
業

様
の
PR
紹
介
記
事
を
掲
載
。

振
込
先

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

名
義

ツ
ク
ダ
ツ
キ
シ
マ
シ
ン
ブ
ン
セ

イ
サ
ク
イ
イ
ン
カ
イ

総
合1

0
6
6
0

-
4
4
9
7
0
4
7
1

他
金
融
機
関
か
ら
は

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

コ
ー
ド9

9
0
0

店
番0

6
8

普
通4

4
9
7
0
47

新
し
い
サ
ポ
ー
タ
ー
様
で
す
。

佃
２
丁
目
佃
様

稲
留
様

月
島

１
丁
目
斧
田
様

月
島
３
丁
目
野

口
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

佃
月
島
新
聞
の
配
布
に
つ
い
て

登
録
制
を
検
討
し
て
い
ま
す

現
在
、
７
千
部
を
宅
配
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
は
日
刊
新
聞
方
式

で
購
読
希
望
の
方
に
、
宅
配
し
た

ら
ど
う
か
と
検
討
し
て
い
ま
す
。

町
会
・
自
治
会
や
管
理
組
合
と

し
て
登
録
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

一
括
し
て
お
届
け
し
ま
す
の
で
、

配
布
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ

う
か
。
購
読
を
ご
希
望
の
方
や
団

体
は
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
以
前
、
新
聞
へ
の
企
画
な

ど
で
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
方

は
、
登
録
済
で
ご
ざ
い
ま
す
。

リ
バ
ー
シ
テ
ィ
10
号
棟
・
コ
ー

シ
ャ
タ
ワ
ー
・
佃
２
丁
目
ク
レ
ス

ト
タ
ワ
ー
・
フ
ァ
ミ
ー
ル
月
島
グ

ラ
ン
ス
イ
ー
ト
タ
ワ
ー
に
お
住
ま

い
の
読
者
の
方
、
配
布
の
お
手
伝

い
を
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

佃
月
島
新
聞
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

を
差
し
上
げ
ま
す

必
要
年
月
を
ご
指
定
く
だ
さ

い
。
ご
自
宅
ポ
ス
ト
に
お
届
け

い
た
し
ま
す
。
ご
連
絡
を
！

山
中
翔
之
郎
作
品
展

写
真
で
は
な
い
の
で
す
。
パ

ス
テ
ル
画
で
す
。
猫
を
中
心
に

身
近
な
動
物
た
ち
の
姿
を
描
い

て
い
る
山
中
さ
ん
の
個
展
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
・

ブ
ロ
グ
に
は
た
く
さ
ん
の
猫
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

猫
、
編
集
長
宅
猫
と
そ
っ
く
り
。

可
愛
い
猫
に
会
い
に
行
き
ま
す
。

４
月
16
日
～
21
日
銀
座
ギ
ャ
ラ

リ
ー
＆
サ
ロ
ン
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｔ

銀
座
５-

９-

１
４

銀
座
ニ
ュ
ー

セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
５
Ｆ

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
ご

支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「
復
活

佃
月
島
演
芸
場
」
５

月
27
日
の
開
催
に
際
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
募
金
活
動

（
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
）

目
標
金
額
を
20
万
円
で
実
施
し

ま
し
た
。
３

月
13
日
現
在

で
は
、
約
56

％
の
達
成
、

30
名
の
方
の

ご
支
援
を
頂

戴
し
て
い
ま

す
。
ご
集
金

も
承
り
ま
す
。

４
月
末
ま
で

募
集

h
t
t
p
s
:
/
/
r
e
a
d
y
f
o
r
.
j
p
/
p
r
o
j

ects/tsukutsu
k
i

奥
さ
ん
の
特
権
、
誰
も
文
句
は

言
え
ま
せ
ん
。

ネ
コ
や
な
ぎ

手
お
る
春
の

一
人
じ
め

山
婆

折
る
こ
と

は
奨
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
一
人

優
越
感
に
浸
る

い
い
で
す
ね
。

カ
メ
ラ
手
に

桜
前
線

に
ら

め
っ
こ

野
原
夫
妻

カ
メ
ラ

も
つ
高
齢
者
が
多
い
時
代
、
何

か
理
由
が
欲
し
い
の
で
す
、
そ

れ
が
桜
前
線
、
名
目
で
す
。

隅
っ
こ
で
一
人
ぽ
つ
ん
と
花
見

酒

野
原
夫
妻

俺
は
騒
い
で

い
る
み
ん
な
と
違
う
よ
！
自
己

主
張
。

皆
さ
ん
投
稿
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
他

の
作
品
はt

s
u
k
u
t
s
u
k
i
.
c
o
m

の
特
設
ペ
ー
ジ
で
。


